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外観 改修前 9号館 洗面・パウダーコーナー 9号館 パウダーコーナー

有瀬キャンパスは、開学から40年以上の歴史を誇る神戸学院大学の
マザー
キャンパス。小高い丘の上にあり、明石海峡大橋や淡路島を
見渡すことが
できる。

洗面器の水栓は手動式で、和式便器が中心。老朽化も進んでいた。 ナチュラル系の木調パネルと白を基調とした明るく清潔感のあるトイレ空間。
休憩時間は利用者が集中するため、洗面コーナーとパウダーコーナーを分離
することで混雑緩和を図っている。

一度に多くの人が利用できるように大型鏡を採用。
空間を広く感じさせる効果
もある。

9号館 トイレ全体  9号館 洗面器 9号館 パウダーコーナー 9号館 パウダーコーナー

洗面コーナーと大便器コーナーの間の壁をなくして、開放感のあるトイレ空間
に一新。洗面器の両サイドにはベンチとしても利用できる荷物棚を設置して
いる。

ノンタッチで水の出し止めができる自動水栓と水石けん入れを採用。

衛生面の向上とともに、節水効果も図れる。

化粧ポーチや荷物を置くことができる2段式の棚とフックを設置。鏡に
近づいて
お化粧直しができるように、棚の奥行きは上段250mm、下段200mmと浅くして
いる。

パウダーコーナーの横には、身だしなみチェックができる大きな姿見を設置。

9号館 ブース 9号館 ブース 9号館 掃除用流しブース 9号館 図面

環境に配慮して6L洗浄のパブリックリモデル便器を採用し、すべてに
ウォシュレットを設置。奥行き200mmのライニング上部は荷物棚として
利用できる。

さまざまな利用者を想定し、ブースの1ヶ所には手すりと
フィッティングボードを
設置している。

棚には洗剤やグリーンを置くことができる。 回遊型のレイアウトに変更し、スムーズな動線を確保。

新しくパウダーコーナーも設けている。
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11号館 トイレ入口 11号館 洗面コーナー 11号館 図面 専用ポスター

ガラスブロックから光が射し込む明るい空間。 9号館と同様、ノンタッチで水の出し止めができる自動水栓と水石けん入れを
採用。洗面コーナーの対面と左横にパウダーコーナーを設置。

すべての大便器を洋式便器に変更。

ブースを1ヶ所減らし、新しくパウダーコーナーを設けている。

工事期間中には、「女子トイレリニューアル」の告知ポスターを掲示。

11号館 パウダーコーナー 11号館 パウダーコーナー 専用ポスター 14号館　ブース

隣の人の視線が気にならないように個別鏡を採用。9号館と同様、
荷物配慮
として900mmと400mmの高さに2段式の棚とフックを設置。

ゆっくり落ち着いてお化粧直しができるように間仕切り壁を設け、
個室感を
高めている。荷物配慮として棚とフックを設置。また、足元まで鏡を張っている
ので全身鏡としても利用できる。

和洋リモデル工法を活用し、短工期で既存の和式便器を洋式便器に改修。

11号館　ブース外観 11号館　ブース

ブースの間仕切り壁を天井まで立ち上げ、防犯対策を図るとともに
個室感も
高めている。

2度流しを防止するために音姫（擬音装置）機能を搭載した
ウォシュレットを
すべてのブースに採用。また、着替えもできるフィッティングボードを2ヶ所の
ブースに設置している。
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建築概要

「お化粧直しのスペースが独立しているので使いやすい」「洗面コーナーの
荷物置きスペースをよく使っています」「全身鏡がうれしい」など、学生から
喜びの声が上がっている。

＜利用者の声＞

9・11号館のトイレは「女子学生がワクワクできるような空間」をコンセプトに
設計。気持ちよくお化粧直しができるパウダーコーナーや、ベンチ兼荷物棚
を洗面コーナーに設置するなど、トイレをコミュニケーションの場としても利
用できる工夫を施している。休憩時間の気分転換など、学生が快適に過ご
せるトイレ空間となっている。
また、節水便器、自動水栓、音姫（擬音装置）など節水効果のある器具の
採用や、人感センサー式のLED照明の導入など環境にも配慮している。

＜トイレのコンセプト＞

神戸学院大学では、学内環境整備の一環として有瀬キャンパスのトイレ改
修を計画。プランニングに当たっては、学長の諮問機関である「女性プロ
ジェクト」の報告書を基に方針を決定。学外からのお客様が利用する機会
が多い3ヶ所のトイレ（9・11・14号館の女性トイレ）を改修した。

＜改修の経緯＞

水まわりの特長


